
(57)【要約】

【課題】複数の発電要素が互いの集電板の接続により固

着連結される電池モジュールにおいて、集電板と極板と

の接続信頼性の高い電池モジュールを提供することを目

的とする。

【解決手段】本発明の二次電池１００は、６つの発電要

素１１０と、６つの収容部１７３内にそれぞれ発電要素

１１０を収容するケース本体部材１７１を備えている。

各発電要素１１０は、自身の正極集電板１１１の正極連

結部１１２を、隣り合う発電要素１１０の負極集電板１

３１の負極連結部１３２に、隔壁１７２の連結孔１７４

を通じて接続することにより、二次電池１００を構成し

ている。正極集電板１１１のうち、正極連結部１１２は

、離間方向Ｂ１とは逆方向の接近方向Ｂ２への屈曲につ

いて、側方に折り曲げ部１２０，１２０が存在する正極

板第１溶着部１１４ａ及び正極板隣接遠位部１１７より

屈曲し易くなっている。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
正 極 板 、 負 極 板 、 上 記 正 極 板 及 び 上 記 負 極 板 の う ち い ず れ か 一 方 の 極 板 を 溶 接 し て な る 第
１ 集 電 板 、 及 び 、 上 記 正 極 板 及 び 上 記 負 極 板 の う ち 他 方 の 極 板 を 溶 接 し て な る 第 ２ 集 電 板
、 を 有 す る 複 数 の 発 電 要 素 と 、
　 上 記 複 数 の 発 電 要 素 を 収 容 す る ケ ー ス で あ っ て 、
　 　 上 記 ケ ー ス 内 に 複 数 の 収 容 部 を 構 成 す る 少 な く と も １ つ の 隔 壁 を 有 し 、
　 複 数 の 上 記 収 容 部 に そ れ ぞ れ 上 記 発 電 要 素 を 収 容 し て な る ケ ー ス と 、 を 備 え る
電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 上 記 発 電 要 素 は 、 上 記 隔 壁 に 設 け ら れ た 連 結 孔 を 通 じ て 、 自 身 の 上 記 第 １ 集 電 板 の 連 結
部 を 、 隣 り 合 う 上 記 発 電 要 素 に つ い て の 上 記 第 １ 集 電 板 及 び 上 記 第 ２ 集 電 板 の い ず れ か の
隣 在 連 結 部 に 、 こ の 隣 在 連 結 部 と 離 間 す る 離 間 方 向 の 弾 性 力 を 上 記 自 身 の 第 １ 集 電 板 に 残
留 さ せ た 状 態 で 、 固 着 連 結 し て な り 、
　 上 記 第 １ 集 電 板 は 、
　 　 上 記 一 方 の 極 板 に １ ま た は 複 数 の 極 板 溶 着 部 で 溶 接 さ れ て な り 、
　 　 上 記 極 板 溶 着 部 の う ち 上 記 連 結 部 に 最 も 近 い も の を 連 結 側 極 板 溶 着 部 と し 、
　 　 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と 上 記 連 結 部 と の 間 の 部 位 を 連 結 側 部 と し 、
　 　 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 よ り も 上 記 連 結 部 か ら 遠 ざ か る 遠 位 部 の う ち 、 上 記 連 結 側 極 板
溶 着 部 に 隣 接 す る 部 位 を 隣 接 遠 位 部 と し た と き 、
　 上 記 連 結 側 部 は 、
　 　 上 記 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 に つ い て 、 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位
部 よ り 屈 曲 し 易 く さ れ て な る
電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 集 電 板 は 、
　 　 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 前 記 隣 接 遠 位 部 の 、 前 記 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 を 抑
制 す る 屈 曲 抑 制 部 、 及 び 、
　 　 前 記 連 結 側 部 に 、 こ の 連 結 側 部 に お け る 上 記 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 を 容 易 に す
る 屈 曲 容 易 化 部 、 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る
電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 前 記 隣 接 遠 位 部 は 、
　 　 前 記 離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ り 、
　 前 記 屈 曲 抑 制 部 は 、
　 　 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位 部 か ら 折 れ 曲 っ て こ の 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び
隣 接 遠 位 部 の 厚 み 方 向 に 延 び る 板 状 の 折 り 曲 げ 部 で あ る
電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 前 記 隣 接 遠 位 部 は 、
　 　 前 記 離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ り 、
　 前 記 屈 曲 抑 制 部 は 、
　 　 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位 部 の 少 な く と も い ず れ か に 形 成 さ れ 、 前 記 連
結 部 と 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 直 交 す る 断 面 が 、 上 記 厚 み 方 向 に 凹 凸 を 有 す
る 凹 凸 部 位 で あ る
電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
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　 前 記 屈 曲 容 易 化 部 は 、
　 　 前 記 連 結 側 部 の う ち 、 前 記 連 結 部 と 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 直 交 す る 断
面 の 断 面 積 を 、 他 の 部 分 よ り も 小 さ く し て な る 小 断 面 部 で あ る
電 池 モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 池 モ ジ ュ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ポ ー タ ブ ル 機 器 や 携 帯 機 器 な ど の 電 源 と し て 、 ま た 、 電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド
自 動 車 な ど の 電 源 と し て 、 様 々 な 二 次 電 池 が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ３ ５ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 二 次 電 池 （ 電 池 モ ジ ュ ー ル ） は 、 正 極 板 、 負 極 板 、 及 び 、
極 性 毎 に 分 け ら れ た ２ つ の 集 電 板 （ 第 １ 及 び 第 ２ 集 電 板 ） を 有 す る 極 性 群 （ 発 電 要 素 ） と
、 隔 壁 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 の 電 槽 （ 収 容 部 ） を 有 す る ケ ー ス と を 備 え て い る 。 こ の 極 性
群 で は 、 第 １ 集 電 板 は 、 正 極 板 及 び 負 極 板 の い ず れ か 一 方 の 極 板 に 溶 接 さ れ 、 第 ２ 集 電 板
は 、 正 極 板 及 び 負 極 板 の 他 方 の 極 板 に 溶 接 さ れ て い る 。 各 電 槽 内 に は 、 極 性 群 が 一 つ ず つ
収 容 さ れ 、 そ れ ぞ れ 、 単 電 池 を 構 成 し て い る 。
　 さ ら に 、 各 単 電 池 に つ い て 、 自 身 の 集 電 板 （ 第 １ 集 電 板 ） の 接 続 突 部 （ 連 結 部 ） と 、 各
電 槽 の 連 結 方 向 に 隣 り 合 う 極 性 群 の 集 電 板 （ 第 ２ 集 電 板 ） の 接 続 突 部 （ 隣 在 連 結 部 ） と を
、 ケ ー ス の 隔 壁 に 設 け た 接 続 孔 （ 連 結 孔 ） を 通 じ て 、 接 続 す る こ と に よ り 、 電 池 モ ジ ュ ー
ル を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 二 次 電 池 に は 、 各 電 槽 （ 収 容 部 ） 内 に 収 容 し た 各 極 性 群 （ 発 電 要
素 ） は 、 隣 り 合 う 極 性 群 （ 発 電 要 素 ） の 集 電 板 の 接 続 突 部 （ 連 結 部 、 隣 在 連 結 部 ） 同 士 を
、 ケ ー ス の 隔 壁 の 接 続 孔 （ 連 結 孔 ） 内 で 互 い に 連 結 す る に あ た り 、 集 電 板 を 屈 曲 変 形 さ せ
た 上 で 溶 接 等 に よ り 互 い に 連 結 す る も の が あ る 。 こ の 場 合 、 各 集 電 板 の 中 に は 自 身 の 接 続
突 部 （ 連 結 部 ） が 、 隣 り 合 う 極 性 群 （ 発 電 要 素 ） の 集 電 板 の 接 続 突 部 （ 隣 在 連 結 部 ） と 離
間 す る 離 間 方 向 に 、 弾 性 力 が 残 留 し た 状 態 で 連 結 さ れ た も の が 存 在 す る こ と が あ る 。
　 こ の 場 合 、 弾 性 力 が 残 留 し て い る 集 電 板 と 、 極 板 と の 溶 接 部 位 の う ち 、 最 も 連 結 部 に 近
い 溶 接 部 位 あ る い は そ の 近 く に 応 力 集 中 が 生 じ 、 こ の 溶 接 部 位 が 破 断 し て 、 こ の 部 分 で 集
電 板 と 極 板 と が 離 れ 、 両 者 の 導 通 抵 抗 が 上 が っ て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 現 状 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 複 数 の 発 電 要 素 が 互 い の 集 電 板
の 接 続 に よ り 固 着 連 結 さ れ る 電 池 モ ジ ュ ー ル に お い て 、 集 電 板 と 極 板 と の 接 続 信 頼 性 の 高
い 電 池 モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 解 決 手 段 は 、 正 極 板 、 負 極 板 、 上 記 正 極 板 及 び 上 記 負 極 板 の う ち い ず れ か 一 方 の 極
板 を 溶 接 し て な る 第 １ 集 電 板 、 及 び 、 上 記 正 極 板 及 び 上 記 負 極 板 の う ち 他 方 の 極 板 を 溶 接
し て な る 第 ２ 集 電 板 、 を 有 す る 複 数 の 発 電 要 素 と 、 上 記 複 数 の 発 電 要 素 を 収 容 す る ケ ー ス
で あ っ て 、 上 記 ケ ー ス 内 に 複 数 の 収 容 部 を 構 成 す る 少 な く と も １ つ の 隔 壁 を 有 し 、 複 数 の
上 記 収 容 部 に そ れ ぞ れ 上 記 発 電 要 素 を 収 容 し て な る ケ ー ス と 、 を 備 え る 電 池 モ ジ ュ ー ル で
あ っ て 、 上 記 発 電 要 素 は 、 上 記 隔 壁 に 設 け ら れ た 連 結 孔 を 通 じ て 、 自 身 の 上 記 第 １ 集 電 板
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の 連 結 部 を 、 隣 り 合 う 上 記 発 電 要 素 に つ い て の 上 記 第 １ 集 電 板 及 び 上 記 第 ２ 集 電 板 の い ず
れ か の 隣 在 連 結 部 に 、 こ の 隣 在 連 結 部 と 離 間 す る 離 間 方 向 の 弾 性 力 を 上 記 自 身 の 第 １ 集 電
板 に 残 留 さ せ た 状 態 で 、 固 着 連 結 し て な り 、 上 記 第 １ 集 電 板 は 、 上 記 一 方 の 極 板 に １ ま た
は 複 数 の 極 板 溶 着 部 で 溶 接 さ れ て な り 、 上 記 極 板 溶 着 部 の う ち 上 記 連 結 部 に 最 も 近 い も の
を 連 結 側 極 板 溶 着 部 と し 、 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と 上 記 連 結 部 と の 間 の 部 位 を 連 結 側 部 と
し 、 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 よ り も 上 記 連 結 部 か ら 遠 ざ か る 遠 位 部 の う ち 、 上 記 連 結 側 極 板
溶 着 部 に 隣 接 す る 部 位 を 隣 接 遠 位 部 と し た と き 、 上 記 連 結 側 部 は 、 上 記 離 間 方 向 と は 逆 方
向 へ の 屈 曲 に つ い て 、 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位 部 よ り 屈 曲 し 易 く さ れ て な
る 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 第 １ 集 電 板 は 、 正 極 板 及 び 負 極 板 の う ち 一 方 の 極 板 に 極
板 溶 着 部 で 溶 接 さ れ 、 そ の 連 結 部 を 隣 り 合 う 発 電 要 素 の 隣 在 連 結 部 に 、 こ れ と 離 間 す る 離
間 方 向 の 弾 性 力 を 自 身 に 残 留 さ せ た 状 態 で 固 着 連 結 し て い る 。
　 ま た 、 こ の 第 １ 集 電 板 は 、 １ ま た は 複 数 の 極 板 と 極 板 溶 着 部 で 溶 接 さ れ て な る 。 し か し
、 連 結 部 に 最 も 近 く に あ る 連 結 側 極 板 溶 着 部 と 、 こ れ と 連 結 部 と の 間 に 位 置 す る 連 結 側 部
と 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 に 隣 接 す る 隣 接 遠 位 部 の 関 係 に つ い て 見 る と 、 連 結 側 部 は 、 離 間 方
向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 に つ い て 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 よ り 屈 曲 し 易 く さ れ て
い る 。
　 し た が っ て 、 第 １ 集 電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て い て も 、 第 １ 集 電 板 の う ち 、 連
結 側 部 が 、 他 よ り も 屈 曲 し て 、 残 留 し て い る 弾 性 力 を 緩 和 し 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 に 、 第 １
集 電 板 に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 生 じ る 応 力 （ 反 力 ） の 集 中 を 抑 制 で き る 。
　 こ れ に よ り 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 に お け る 亀 裂 や 破 断 、 こ れ に 伴 う 第 １ 集 電 板 と 極 板 と の
導 通 抵 抗 の 上 昇 を 防 止 し 、 第 １ 集 電 板 と 極 板 と の 接 続 信 頼 性 の 高 い 電 池 モ ジ ュ ー ル と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １ 集 電 板 は 、 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及
び 前 記 隣 接 遠 位 部 の 、 前 記 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 を 抑 制 す る 屈 曲 抑 制 部 、 及 び 、 前
記 連 結 側 部 に 、 こ の 連 結 側 部 に お け る 上 記 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 を 容 易 に す る 屈 曲
容 易 化 部 、 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る 電 池 モ ジ ュ ー ル と す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 第 １ 集 電 板 は 、 そ の 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 の
、 離 間 方 向 と は 逆 方 向 へ の 屈 曲 を 抑 制 す る 屈 曲 抑 制 部 、 及 び 、 そ の 連 結 側 部 に 屈 曲 容 易 化
部 、 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る 。
　 し た が っ て 、 第 １ 集 電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て い て も 、 連 結 側 部 が 大 き く 屈 曲
し て 残 留 す る 弾 性 力 を 緩 和 し 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 で の 屈 曲 を 適 切 に 抑 制 す
る 。 こ の た め 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 に 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 前 記
隣 接 遠 位 部 は 、 前 記 離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ り 、 前 記 屈 曲 抑 制 部 は 、 上 記 連 結
側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位 部 か ら 折 れ 曲 っ て こ の 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 の
厚 み 方 向 に 延 び る 板 状 の 折 り 曲 げ 部 で あ る 電 池 モ ジ ュ ー ル と す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 第 １ 集 電 板 の う ち 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 は 、
離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ る た め 、 第 １ 集 電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 っ て い る
と 、 屈 曲 し 易 い 。
　 し か し な が ら 、 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 さ ら に 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位
部 に 、 屈 曲 抑 制 部 で あ る 折 り 曲 げ 部 を 備 え て い る た め 、 こ の 折 り 曲 げ 部 の 存 在 に よ り 、 連
結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 が 板 状 部 の 厚 み 方 向 へ の 屈 曲 変 形 す る の を 効 果 的 に 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 折 り 曲 げ 部 は 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 に 隣 接 す る 板 状 の 部 分 を 折 り 曲
げ て 形 成 す れ ば 良 く 、 形 成 容 易 で 安 価 に で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 あ る い は 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 連 結 側 極 板
溶 着 部 及 び 前 記 隣 接 遠 位 部 は 、 前 記 離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ り 、 前 記 屈 曲 抑 制
部 は 、 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 上 記 隣 接 遠 位 部 の 少 な く と も い ず れ か に 形 成 さ れ 、 前 記
連 結 部 と 上 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 直 交 す る 断 面 が 、 上 記 厚 み 方 向 に 凹 凸 を 有
す る 凹 凸 部 位 で あ る 電 池 モ ジ ュ ー ル と す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 第 １ 集 電 板 の う ち 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 は
、 離 間 方 向 を 厚 み 方 向 と す る 板 状 で あ る た め 、 こ の 第 １ 集 電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留
し て い る と 、 こ の 方 向 に 屈 曲 し 易 い 。 し か し 、 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 屈 曲 抑 制 部
と し て 、 こ の 連 結 側 極 板 溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 に 、 連 結 部 と 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方
向 に 直 交 す る 断 面 が 厚 み 方 向 に 凹 凸 を 有 す る 凹 凸 部 位 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 集
電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て い て も 、 こ の 凹 凸 部 位 の 存 在 に よ っ て 、 連 結 側 極 板 溶
着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 は 屈 曲 し 難 く で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 凹 凸 部 位 と し て は 、 例 え ば 、 プ レ ス に よ り 、 連 結 部 と 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ
方 向 に 延 び 、 こ の 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 断 続 的 に 複 数 形 成 さ れ 、 板 状 部 の 厚 み 方 向 に 突 起
状 に 形 成 さ れ た 部 位 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 連 結 部 と 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 延 び
、 こ の 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 複 数 形 成 さ れ 、 板 厚 方 向 を 振 幅 方 向 と し た 正 弦 波 形 状 に 形 成
さ れ た 部 位 等 も 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る い は 、 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記
屈 曲 容 易 化 部 は 、 前 記 連 結 側 部 の う ち 、 前 記 連 結 部 と 前 記 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向
に 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 を 、 他 の 部 分 よ り も 小 さ く し て な る 小 断 面 部 で あ る 電 池 モ ジ ュ ー
ル と す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル で は 、 連 結 側 部 に 、 屈 曲 容 易 化 部 と し て 、 連 結 部 と 連 結 側 極 板
溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 を 、 他 の 部 分 よ り も 小 さ く し て な る 小 断 面 部
を 有 し て い る 。 こ の 小 断 面 部 は 、 連 結 部 と 連 結 側 極 板 溶 着 部 と を 結 ぶ 方 向 に 直 交 す る 断 面
の 断 面 積 が 他 の 部 分 よ り も 小 さ い た め 、 第 １ 集 電 板 に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て い る と
、 こ の 小 断 面 部 で 屈 曲 し 易 い 。
　 こ れ に よ り 、 第 １ 集 電 板 に 、 離 間 方 向 の 弾 性 力 を 残 留 し て い て も 、 小 断 面 部 で 大 き く 屈
曲 し て 弾 性 力 を 緩 和 す る の で 、 連 結 側 極 板 溶 着 部 に 、 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 効 果 的
に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 小 断 面 部 と し て は 、 例 え ば 、 連 結 側 部 の う ち 切 り 欠 き や 穴 あ け に よ り 実 質 的 な 幅
方 向 寸 法 を 他 よ り 小 さ く し た 部 位 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 連 結 側 部 の う ち プ レ ス や 切 削 等 に
よ り 板 厚 を 他 の 部 位 よ り 薄 く し た 部 位 も 挙 げ ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 （ 実 施 例 １ ， ２ ， ３ ， ４ ） に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す
る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 二 次 電 池 １ ０ ０ （ 電 池 モ ジ ュ ー ル と 呼 称 す る 場 合 が あ る 。 ） は 、 電 気 自
動 車 、 ハ イ ブ リ ッ ト カ ー 用 の 駆 動 電 源 と し て 用 い る こ と が で き る ニ ッ ケ ル ・ 水 素 二 次 電 池
で あ る 。 こ の 二 次 電 池 １ ０ ０ は 、 ６ つ の 発 電 要 素 １ １ ０ と 、 こ れ ら を 収 容 す る ケ ー ス 本 体
部 材 １ ７ １ 及 び 蓋 部 材 １ ７ ６ か ら な る 電 池 ケ ー ス １ ７ ０ と 、 を 備 え て い る （ 図 １ 及 び 図 ２
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参 照 ） 。 さ ら に 、 各 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 正 極 板 １ ６ １ 及 び 負 極 板 １ ６ ２ を そ れ ぞ れ 複 数 有
す る 電 極 積 層 体 １ ６ ０ と 、 こ れ ら の 各 正 極 板 １ ６ １ に 接 合 さ れ た 正 極 集 電 板 １ １ １ と 、 各
負 極 板 １ ６ ２ に 接 合 さ れ た 負 極 集 電 板 １ ３ １ と を 有 し て い る 。 ま た 、 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７
１ は 、 直 方 体 形 状 で あ り 、 内 部 空 間 は 隔 壁 １ ７ ２ に よ り 分 割 さ れ て ６ つ の 収 容 部 １ ７ ３ を
な し て い る 。 各 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 各 収 容 部 １ ７ ３ 内 に 電 解 液 と
共 に 収 容 さ れ 、 単 電 池 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 後 に 詳 述 す る よ う に 、 隣 り 合 う 発 電 要 素 １ １ ０ に お い て 、 一 方 側
の 発 電 要 素 １ １ ０ の 負 極 集 電 板 １ ３ １ に 有 す る 負 極 連 結 部 １ ３ ２ と 、 他 方 側 の 発 電 要 素 １
１ ０ の 正 極 集 電 板 １ １ １ に 有 す る 正 極 連 結 部 １ １ ２ と を 、 隔 壁 １ ７ ２ に 設 け ら れ た 連 結 孔
１ ７ ４ を 通 じ て 接 続 す る こ と に よ り 、 二 次 電 池 １ ０ ０ を 構 成 し て い る 。
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 隣 り 合 う 発 電 要 素 １ １ ０ ， １ １ ０ 同 士 の 連 結 に あ た り 、 ケ ー ス 本
体 部 材 １ ７ １ の 連 結 孔 １ ７ ４ 内 に お い て 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ と 、 負 極
集 電 板 １ ３ １ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ と が 互 い に 離 間 す る 方 向 （ 図 ２ 中 、 左 右 方 向 ） を 、 離 間
方 向 と す る 。 ま た 、 二 次 電 池 １ ０ ０ が 本 発 明 の 電 池 モ ジ ュ ー ル に 対 応 し 、 ケ ー ス 本 体 部 材
１ ７ １ が ケ ー ス に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 二 次 電 池 １ ０ ０ の う ち 、 発 電 要 素 １ １ ０ に つ い て 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 前 述 し た よ う に 、 電 極 積 層 体 １ ６ ０ 、 正 極 集 電 板 １ １ １ 及 び 負 極 集
電 板 １ ３ １ か ら 構 成 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の う ち 、 電 極 積 層 体 １ ６ ０ は 、 正 極 板 １
６ １ 、 負 極 板 １ ６ ２ 及 び 袋 状 の セ パ レ ー タ １ ６ ３ を 、 そ れ ぞ れ 多 数 有 し て い る 。 こ の 電 極
積 層 体 １ ６ ０ で は 、 正 極 板 １ ６ １ は 袋 状 の セ パ レ ー タ １ ６ ３ 内 に 挿 入 さ れ て お り 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 セ パ レ ー タ １ ６ ３ 内 に 挿 入 さ れ た 正 極 板 １ ６ １ と 、 負 極 板 １ ６ ２ と が 交 互 に
積 層 さ れ て い る 。
　 後 に 詳 述 す る よ う に 、 各 正 極 板 １ ６ １ は 、 そ の 一 端 部 （ 図 ３ に お い て 左 端 部 ） に 位 置 す
る リ ー ド 部 １ ６ １ Ｌ に お い て 、 溶 接 に よ り 正 極 集 電 板 １ １ １ と 接 合 さ れ 、 電 気 的 に 導 通 し
て い る 。 同 様 に 、 各 負 極 板 １ ６ ２ は 、 そ の 他 端 部 （ 図 ３ に お い て 右 端 部 ） に 位 置 す る リ ー
ド 部 １ ６ ２ Ｌ に お い て 、 溶 接 に よ り 負 極 集 電 板 １ ３ １ と 接 合 さ れ 、 電 気 的 に 導 通 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 正 極 板 １ ６ １ と し て は 、 例 え ば 、 発 泡 ニ ッ ケ ル な ど の 活 物 質 支 持 体 に 水 酸 化 ニ ッ ケ ル を
含 む 活 物 質 を 担 持 さ せ た 電 極 板 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 負 極 板 １ ６ ２ と し て は 、 例
え ば 、 水 素 吸 蔵 合 金 を 負 極 構 成 材 と し て 含 む 電 極 板 を 用 い る こ と が で き る 。 セ パ レ ー タ １
５ ３ と し て は 、 例 え ば 、 親 水 化 処 理 さ れ た 合 成 繊 維 か ら な る 不 織 布 を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 正 極 板 １ ６ １ に 接 合 し た 正 極 集 電 板 １ １ １ は 、 Ｎ ｉ 板 や Ｎ ｉ メ ッ キ 鋼 板 等 の 金 属 板 か ら
な り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ 、 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ 、 及 び 板 状 の 正 極 板 状
部 １ １ ３ を 有 す る 部 材 で あ る 。 こ の う ち の 正 極 板 状 部 １ １ ３ は 、 多 数 の 正 極 板 １ ６ １ の リ
ー ド 部 １ ６ １ Ｌ に 接 合 さ れ る 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ を 有 す る 。 さ ら に 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ の
板 幅 方 向 （ 図 ４ （ ａ ） の 左 右 方 向 ） の 両 縁 に は 、 こ れ に 沿 っ て 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ が 設 け ら
れ て い る 。 正 極 集 電 板 １ １ １ の う ち 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ は 、 基 端 側 （ 図 ４ 中 、 上 方 ） に 位
置 し 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ の 中 央 部 を な す 正 極 接 続 面 １ １ ２ ａ が 丸 く ド ー ム 状 に 膨 ら ん だ 形
態 と な っ て い る 。 こ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ は 、 後 述 す る 負 極 集 電 板 １ ３ １ の 負 極 連 結 部 １ ３
２ と 接 続 す る 部 分 で あ る 。 正 極 集 電 板 １ １ １ で は 、 こ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ と 後 述 す る 正 極
板 溶 着 部 １ １ ４ の う ち の 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ と の 間 の 部 位 が 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ で
あ る 。
　 本 実 施 例 で は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ が 本 発 明 の 第 １ 集 電 板 に 対 応 し 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ が
連 結 部 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 正 極 板 状 部 １ １ ３ は 、 前 述 し た よ う に 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ の 正 極 接 続 面 １ １ ２ ａ と は 反
対 側 の 面 に 設 け た ５ 箇 所 の 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ （ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ ） を 有 す る 。 正 極 板
溶 着 部 １ １ ４ （ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ ） は 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ の 板 幅 方 向 の ほ ぼ 全 幅 に わ た
っ て 設 け ら れ て お り 、 前 述 し た よ う に 、 電 極 積 層 体 １ ６ ０ の う ち 、 多 数 の 正 極 板 １ ６ １ の
リ ー ド 部 １ ６ １ Ｌ に 、 電 子 ビ ー ム 溶 接 に よ っ て 接 合 さ れ る 部 分 と な っ て い る （ 図 ３ 参 照 ）
。 本 実 施 例 で は 、 ５ 箇 所 の 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ の う ち 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ に 最 も 近 く に 位
置 す る も の を 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ と す る 。 ま た 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ か ら 遠 ざ か る 側
に 向 け て 順 に 、 正 極 板 第 ２ 溶 着 部 １ １ ４ ｂ 、 正 極 板 第 ３ 溶 着 部 １ １ ４ ｃ 、 正 極 板 第 ４ 溶 着
部 １ １ ４ ｄ 及 び 、 最 も 先 端 側 に 位 置 す る 正 極 板 第 ５ 溶 着 部 １ １ ４ ｅ と す る 。 ５ つ の 正 極 板
溶 着 部 １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ は 、 所 定 間 隔 で 離 間 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。
　 な お 、 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ が 本 発 明 の 極 板 溶 着 部 に 対 応 し 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ
が 連 結 側 極 板 溶 着 部 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ の 板 幅 方 向 の 両 縁 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 正 極 板 状 部 １ １ ３
か ら 折 れ 曲 が っ て 正 極 板 状 部 １ １ ３ の 厚 み 方 向 に 沿 っ て 延 び る 板 状 の 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ，
１ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ は 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ の う ち 、 正 極
板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ か ら 正 極 板 第 ５ 溶 着 部 １ １ ４ ｅ が 含 ま れ る 範 囲 に 形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 こ の 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ２ ０ は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の う ち 正 極 板 第 １ 溶
着 部 １ １ ４ ａ よ り も 正 極 連 結 部 １ １ ２ か ら 遠 ざ か る 部 位 で あ る 正 極 板 遠 位 部 １ １ ６ の う ち
、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ に 隣 接 す る 部 位 で あ る 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ に も 設 け ら れ
て い る 。 し た が っ て 、 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ２ ０ は 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正 極
板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ の 、 そ の 板 厚 方 向 （ 図 ４ （ ｂ ） 中 、 左 右 方 向 ） へ の 屈 曲 を 抑 制 し て い
る 。 本 実 施 例 で は 、 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ２ ０ が 本 発 明 の 屈 曲 抑 制 部 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ が 本 発 明 の 連 結 側 部 に 対 応 し 、 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ が 隣
接 遠 位 部 に 対 応 す る 。 本 実 施 例 に 係 る 図 ４ で は 、 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ を 、 説 明 の 便 宜
上 、 例 え ば 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ と 正 極 板 第 ２ 溶 着 部 １
１ ４ ｂ と の 間 に 位 置 す る 部 位 と し て 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 負 極 板 １ ６ ２ に 接 合 し た 負 極 集 電 板 １ ３ １ は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ と は 導 通 す る 極
性 だ け が 異 な る だ け で 、 正 極 集 電 板 １ １ １ と 実 質 的 に は 同 じ 材 質 、 形 状 の 集 電 板 で あ る 。
し た が っ て 、 こ の 負 極 集 電 板 １ ３ １ も 、 正 極 集 電 板 １ １ １ と 同 様 に 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ 、
負 極 連 結 側 部 １ ３ ５ 、 及 び 負 極 板 状 部 １ ３ ３ を 含 む 負 極 板 遠 位 部 １ ３ ６ を 有 す る 。 こ の う
ち 、 負 極 板 遠 位 部 １ ３ ６ の う ち の 負 極 板 状 部 １ ３ ３ は 、 多 数 の 負 極 板 １ ６ ２ の リ ー ド 部 １
６ ２ Ｌ に 接 合 さ れ る 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ （ １ ３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ ） と 、 負 極 板 状 部 １ ３ ３ の
板 幅 方 向 （ 図 ４ （ ａ ） 中 、 左 右 方 向 ） の 両 縁 に 設 け ら れ た 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ ， １ ４ ０ と を
有 す る 。 ま た 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ は 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ の う ち 基 端 側 （ 図 ４ 中 、 上 方 ） に
位 置 し 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ の 中 央 部 を な す 負 極 接 続 面 １ ３ ２ ａ が 丸 く ド ー ム 状 に 膨 ら ん だ
形 態 と な っ て い る 。 こ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ と 接
続 す る 部 分 で あ る 。 負 極 集 電 板 １ ３ １ で は 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ と 後 述 す る 負 極 板 溶 着 部 １
３ ４ の う ち の 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ と の 間 の 部 位 が 負 極 連 結 側 部 １ ３ ５ で あ る 。
　 本 実 施 例 で は 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ が 本 発 明 の 第 ２ 集 電 板 に 対 応 す る 。 な お 、 正 極 集 電 板
１ １ １ を 本 発 明 の 第 ２ 集 電 板 に 対 応 さ せ 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ を 第 １ 集 電 板 に 対 応 さ せ て も
良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 負 極 板 状 部 １ ３ ３ は 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ の 負 極 接 続 面 １ ３ ２ ａ と は 反 対 側 の 面 に 設 け た
５ 箇 所 の 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ （ １ ３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ ） を 有 す る 。 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ （ １
３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ ） は 、 負 極 板 状 部 １ ３ ３ の 板 幅 方 向 の ほ ぼ 全 幅 に わ た っ て 設 け ら れ て お
り 、 前 述 し た よ う に 、 電 極 積 層 体 １ ６ ０ の う ち 、 多 数 の 負 極 板 １ ６ ２ の リ ー ド 部 １ ６ ２ Ｌ
に 、 電 子 ビ ー ム 溶 接 に よ っ て 接 合 さ れ る 部 分 と な っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ５ 箇 所 の 負 極 板
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溶 着 部 １ ３ ４ の う ち 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ に 最 も 近 く に 位 置 す る も の を 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １
３ ４ ａ と す る 。 ま た 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ か ら 遠 ざ か る 側 に 向 け て 順 に 、 負 極 板 第 ２ 溶 着 部
１ ３ ４ ｂ 、 負 極 板 第 ３ 溶 着 部 １ ３ ４ ｃ 、 負 極 板 第 ４ 溶 着 部 １ ３ ４ ｄ 及 び 、 最 も 先 端 側 に 位
置 す る 負 極 板 第 ５ 溶 着 部 １ ３ ４ ｅ と す る 。 ５ つ の 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ は 、 所
定 間 隔 で 離 間 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 負 極 板 状 部 １ ３ ３ の 板 幅 方 向 の 両 縁 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 負 極 板 状 部 １ ３ ３
か ら 折 れ 曲 が っ て 負 極 板 状 部 １ ３ ３ の 厚 み 方 向 に 沿 っ て 延 び る 板 状 の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ ，
１ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ は 、 負 極 板 状 部 １ ３ ３ の う ち 、 負 極
板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ か ら 負 極 板 第 ５ 溶 着 部 １ ３ ４ ｅ が 含 ま れ る 範 囲 に 形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 こ の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ ， １ ４ ０ は 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ の う ち の 負 極 板 第 １
溶 着 部 １ ３ ４ ａ よ り も 負 極 連 結 部 １ ３ ２ か ら 遠 ざ か る 負 極 板 遠 位 部 １ ３ ６ の う ち 、 負 極 板
第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ に 隣 接 す る 部 位 で あ る 負 極 板 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ に も 設 け ら れ て い る 。
し た が っ て 、 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ ， １ ４ ０ は 、 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ 及 び 負 極 板 隣 接 遠
位 部 １ ３ ７ の 、 板 厚 方 向 （ 図 ４ （ ｂ ） 中 、 左 右 方 向 ） の 屈 曲 を 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に 係 る 図 ４ で は 、 負 極 板 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ を 、 説 明 の 便 宜 上 、 例 え ば 、
負 極 板 状 部 １ ３ ３ の う ち 、 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ と 負 極 板 第 ２ 溶 着 部 １ ３ ４ ｂ と の 間
に 位 置 す る 部 位 と し て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 二 次 電 池 １ ０ ０ の う ち 、 電 池 ケ ー ス １ ７ ０ に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説
明 す る 。
　 こ の 電 池 ケ ー ス １ ７ ０ は 、 前 述 し た よ う に 、 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ 及 び 蓋 部 材 １ ７ ６ か
ら な る 。 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ は 、 樹 脂 の 一 体 成 形 に よ っ て 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ て お り
、 挿 入 側 （ 図 １ 中 、 上 方 ） を 開 口 １ ７ ５ さ せ 、 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 内 部 に 、 ５ つ の 隔
壁 １ ７ ２ に よ り 分 割 さ れ た ６ つ の 収 容 部 １ ７ ３ を 有 し て い る （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） 。 こ れ
ら の 収 容 部 １ ７ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 発 電 要 素 １ １ ０ （ 図 ２ 参 照 ） を 収 容 可 能 な 大 き さ と な っ
て い る 。 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ の 隔 壁 １ ７ ２ の 挿 入 側
（ 図 ２ 中 、 上 方 ） に 、 互 い に 隣 り 合 う 収 容 部 １ ７ ３ ， １ ７ ３ を 連 通 す る 連 結 孔 １ ７ ４ が 設
け ら れ て い る 。 こ の 連 結 孔 １ ７ ４ は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ と 負 極 集 電 板
１ ３ １ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ と が そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な 径 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 開 口 １ ７ ５ を 閉 塞 す る 蓋 部 材 １ ７ ６ は 、 樹 脂 か ら な り 、 矩 形 の
板 状 部 材 で あ る 。 こ の 蓋 部 材 １ ７ ６ に は 、 ５ つ の 注 液 口 １ ７ ７ 、 安 全 弁 １ ８ １ 及 び 温 度 セ
ン サ 装 着 孔 １ ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。 注 液 口 １ ７ ７ は 、 電 解 液 （ 図 示 し な い ） を 収 容 部 １
７ ３ 内 に 注 入 す る 部 位 で あ り 、 電 解 液 の 注 入 後 、 注 液 蓋 １ ８ ３ で 液 密 に 閉 塞 さ れ る 。 な お
、 電 解 液 と し て は 、 例 え ば 、 Ｋ Ｏ Ｈ を 含 む 比 重 １ ． ２ ～ １ ． ４ の ア ル カ リ 水 溶 液 を 用 い る
こ と が で き る 。 安 全 弁 １ ８ １ は 、 電 池 ケ ー ス １ ７ ０ の 内 圧 が 所 定 値 を 超 え た 場 合 に 作 動 し
、 内 部 の 気 体 （ 水 素 ガ ス 等 ） を 外 部 に 排 出 し 、 内 部 上 昇 を 抑 制 す る 。 温 度 セ ン サ 装 着 孔 １
８ ２ に は 、 図 示 し な い 温 度 セ ン サ を 挿 入 す る こ と が で き 、 電 池 の 温 度 検 知 す る こ と が 可 能
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 発 電 要 素 １ １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 製 造 し た 正 極 板 １ ６ １ 及 び 負 極 板 １ ６ ２ を 十 分 に 乾 燥 さ せ た 後 、 正 極 板 １ ６ １ を
セ パ レ ー タ １ ６ ３ 内 に 挿 入 し 、 セ パ レ ー タ １ ６ ３ 内 に 挿 入 し た 正 極 板 １ ６ １ と 負 極 板 １ ６
２ と を 交 互 に 積 層 さ せ て 電 極 積 層 体 １ ６ ０ を 形 成 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。 各 正 極 板 １ ６ １ 及 び
各 負 極 板 １ ６ ２ の 積 層 で は 、 各 正 極 板 １ ６ １ の リ ー ド 部 １ ６ １ Ｌ を す べ て 電 極 積 層 体 １ ６
０ の 一 方 側 （ 図 ３ 中 、 左 側 ） に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 配 置 す る 。 同 様 に 、 各 負 極 板 １ ６ ２
の リ ー ド 部 １ ６ ２ Ｌ を す べ て 電 極 積 層 体 １ ６ ０ の 他 方 側 （ 図 ３ 中 、 右 側 ） に 位 置 決 め さ れ
た 状 態 で 配 置 す る 。 積 層 さ れ た 正 極 板 １ ６ １ と 負 極 板 １ ６ ２ と が 位 置 ズ レ し な い よ う に 、
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電 極 積 層 体 １ ６ ０ を 治 具 （ 図 示 し な い ） に よ り 一 時 的 に 固 定 し た 状 態 に し て 、 正 極 集 電 板
１ １ １ の 正 極 板 状 部 １ １ ３ の 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ （ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ ） を 、 各 正 極 板 １
６ １ の 各 リ ー ド 部 １ ６ １ Ｌ に 当 接 さ せ る 。 同 様 に 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ の 負 極 板 状 部 １ ３ ３
の 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ （ １ ３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ ） を 、 各 負 極 板 １ ６ ２ の 各 リ ー ド 部 １ ６ ２ Ｌ
に 当 接 さ せ る 。 そ し て 、 治 具 （ 図 示 し な い ） に よ り 正 極 集 電 板 １ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３
１ を 電 極 積 層 体 １ ６ ０ に 一 時 的 に 固 定 さ せ て お く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 い で 、 正 極 集 電 板 １ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３ １ に 交 番 磁 界 を そ れ ぞ れ 印 加 し て 脱 磁 す
る 。 正 極 集 電 板 １ １ １ と 各 正 極 板 １ ６ １ と の 溶 接 で は 、 真 空 中 で 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正
極 板 溶 着 部 １ １ ４ を 各 正 極 板 １ ６ １ の 各 リ ー ド 部 １ ６ １ Ｌ に 向 け て 加 圧 し た ま ま 、 正 極 板
溶 着 部 １ １ ４ （ １ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ ） と そ の 反 対 側 の 部 位 に 電 子 ビ ー ム を 照 射 す る 。 こ れ
に よ り 、 正 極 集 電 板 １ １ １ と 各 正 極 板 １ ６ １ と が 、 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ で 互 い に 溶 融 し て
接 合 す る 。 同 様 に 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ と 各 負 極 板 １ ６ ２ と の 溶 接 で は 、 真 空 中 で 、 負 極 集
電 板 １ ３ １ の 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ （ １ ３ ４ ａ ～ １ ３ ４ ｅ ） を 各 負 極 板 １ ６ ２ の 各 リ ー ド 部
１ ６ ２ Ｌ に 向 け て 加 圧 し た ま ま 、 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ と そ の 反 対 側 の 部 位 に 電 子 ビ ー ム を
照 射 す る 。 こ れ に よ り 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ と 各 負 極 板 １ ６ ２ と が 、 負 極 板 溶 着 部 １ ３ ４ で
互 い に 溶 融 し て 接 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 か く し て 、 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 そ の 一 方 側 に 正 極 集 電 板 １ １ １ を 、 他 方 側 に 負 極 集 電 板
１ ３ １ を 具 備 し た 単 電 池 と し て 形 成 さ れ る 。 こ の 発 電 要 素 １ １ ０ は 、 収 容 部 １ ７ ３ 内 へ の
収 容 時 に は 、 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３ １ の 負 極 連 結 部 １
３ ２ が ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 各 隔 壁 １ ７ ２ と 干 渉 し な い よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は
、 正 極 集 電 板 １ １ １ 及 び 正 極 板 状 部 １ １ ３ が ほ ぼ 平 板 形 状 、 つ ま り 正 極 連 結 部 １ １ ２ 及 び
負 極 連 結 部 １ ３ ２ で 屈 曲 し て い な い 形 状 に な っ て い る 。
　 な お 、 正 極 集 電 板 １ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３ １ に 脱 磁 を す る こ と で 、 溶 接 前 に 、 正 極 集
電 板 １ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３ １ に 帯 び た 磁 気 を 除 去 し 、 磁 気 に よ る 電 子 ビ ー ム へ の 悪 影
響 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 二 次 電 池 １ ０ ０ の 製 造 方 法 、 特 に 、 各 発 電 要 素 １ １ ０ の う ち 、 互 い に
隣 り 合 う 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ 及 び 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ に お け る 、 一 方 側 の 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ の
負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ と 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ の 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ と の 接 続 に つ い て 、 図 ２
及 び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ５ は 、 図 ２ の Ｅ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 隣 り 合 う 発 電 要
素 １ １ ０ Ａ ， １ １ ０ Ｂ 同 士 の 接 続 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 で は 、 各 発 電 要 素 １ １ ０ に つ い て 、 図 ２ に お い て 、 正 極 集 電 板 １ １ １ を 左 方 に
、 負 極 集 電 板 １ ３ １ を 右 方 に 配 置 し て 、 ６ つ の 発 電 要 素 １ １ ０ を 、 そ れ ぞ れ 、 ケ ー ス 本 体
部 材 １ ７ １ の 開 口 １ ７ ５ か ら 各 収 容 部 １ ７ ３ 内 に 収 容 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 最 も 左 端 の 発 電 要 素 １ １ ０ を 除 き 、 各 発 電 要 素 １ １ ０ に つ
い て 、 そ の 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ を 、 そ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ が ケ ー ス 本
体 部 材 １ ７ １ の 隔 壁 １ ７ ２ の 連 結 孔 １ ７ ４ 内 に 挿 入 さ れ る よ う に 、 屈 曲 変 形 さ せ る 。 具 体
的 に は 、 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ を 屈 曲 変 形 さ せ る 。 ま た 、 各 発 電 要 素 １ １ ０ に つ い て 、 そ の
負 極 集 電 板 １ ３ １ の 負 極 連 結 側 部 １ ３ ５ を 、 そ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ が ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７
１ の 隔 壁 １ ７ ２ の 連 結 孔 １ ７ ４ 内 に 挿 入 さ れ る よ う に 、 屈 曲 変 形 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 負
極 連 結 側 部 １ ３ ５ を 屈 曲 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し た が っ て 、 図 ５ に お い て 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ に つ い て 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ の 負 極 連
結 側 部 １ ３ ５ Ａ を 、 そ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ Ａ が 隔 壁 １ ７ ２ Ｃ の 連 結 孔 １ ７ ４ Ｃ 内 に 挿 入 さ
れ る よ う に 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ に 近 づ く 方 向 で あ る 接 近 方 向 Ａ ２ （ 図 ５ に お い て 右 方 ） へ
屈 曲 変 形 さ せ る 。
　 ま た 、 こ の 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ に つ い て 、 そ の 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ の 正 極 連 結 側 部 １ １ ５
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Ｂ を 、 そ の 正 極 連 結 部 １ １ ２ Ｂ が ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 隔 壁 １ ７ ２ Ｃ の 連 結 孔 １ ７ ４ Ｃ
内 に 挿 入 さ れ る よ う に 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ に 近 づ く 方 向 で あ る 接 近 方 向 Ｂ ２ （ 図 ５ に お い
て 左 方 ） へ 屈 曲 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 隔 壁 １ ７ ２ Ｃ の 連 結 孔 １ ７ ４ Ｃ 内 で 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ Ｂ の 正 極 接 続 面 １ １ ２
Ｂ ａ と 、 負 極 連 結 部 １ ３ ２ Ａ の 負 極 接 続 面 １ ３ ２ Ａ ａ と を 突 き 合 わ せ る （ 図 ４ 及 び 図 ５ 参
照 ） 。 次 い で 、 こ の 正 極 接 続 面 １ １ ２ Ａ ａ と 負 極 接 続 面 １ ３ ２ Ｂ ａ と が 突 き 合 わ さ っ た 部
位 を 、 抵 抗 溶 接 に よ り 、 溶 接 部 位 １ ５ ０ と し て 接 合 す る 。 こ れ に よ り 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ
の 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ と 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ の 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ と は 、 隔 壁 １ ７ ２ Ｃ の 連
結 孔 １ ７ ４ Ｃ 内 を 通 じ て 固 着 連 結 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 他 の 発 電 要 素 １ １ ０ ， １ １ ０ 同 士
に つ い て も 同 様 と す る 。 か く し て 、 ６ つ の 各 発 電 要 素 １ １ ０ （ 単 電 池 ） が 直 列 に 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 但 し 、 図 ２ 中 、 左 端 に 配 置 し た 発 電 要 素 １ １ ０ に つ い て は 、 そ の 正 極 集 電 板 １ １ １ の 正
極 連 結 部 １ １ ２ を 、 外 部 の 正 極 端 子 １ ９ １ に 接 続 す る 。 ま た 、 他 方 端 （ 図 ２ に お い て 図 示
し な い ） に 配 置 し た 発 電 要 素 １ １ ０ に つ い て は 、 そ の 負 極 集 電 板 １ ３ １ の 負 極 連 結 部 １ ３
２ を 、 外 部 の 負 極 端 子 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 ケ ー ス 本 体 部 材 １ ７ １ の 開 口 １ ７ ５ を 蓋 部 材 １ ７ ６ で 液 密 に 閉 塞 す る （ 図 １ 参
照 ） 。 そ し て 、 各 注 液 口 １ ８ ３ か ら 各 収 容 部 １ ７ ３ 内 に 所 定 量 の 電 解 液 を 注 入 し 、 注 液 口
１ ８ ３ を 注 液 蓋 １ ８ ４ で 閉 塞 す る 。 こ の よ う に し て 、 図 １ に 示 す 二 次 電 池 １ ０ ０ を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 と こ ろ で 、 前 述 し た よ う に 、 従 来 の 二 次 電 池 に は 、 各 電 槽 （ 収 容 部 ） 内 に 収 容 し た 各 極
性 群 （ 発 電 要 素 ） は 、 隣 り 合 う 極 性 群 （ 発 電 要 素 ） の 集 電 板 の 接 続 突 部 （ 連 結 部 、 隣 在 連
結 部 ） 同 士 を 、 ケ ー ス の 隔 壁 の 接 続 孔 （ 連 結 孔 ） 内 で 互 い に 連 結 す る に あ た り 、 集 電 板 を
屈 曲 変 形 さ せ た 上 で 溶 接 等 に よ り 互 い に 連 結 す る も の が あ る 。 こ の 場 合 、 各 集 電 板 の 中 に
は 自 身 の 接 続 突 部 （ 連 結 部 ） が 、 隣 り 合 う 極 性 群 （ 発 電 要 素 ） の 集 電 板 の 接 続 突 部 （ 隣 在
連 結 部 ） と 離 間 す る 離 間 方 向 に 、 弾 性 力 が 残 留 し た 状 態 で 連 結 さ れ た も の が 存 在 す る こ と
が あ る 。
　 こ の 場 合 、 弾 性 力 が 残 留 し て い る 集 電 板 と 、 極 板 と の 溶 接 部 位 の う ち 、 最 も 連 結 部 に 近
い 溶 接 部 位 あ る い は そ の 近 く に 応 力 集 中 が 生 じ 、 こ の 溶 接 部 位 が 破 断 し て 、 こ の 部 分 で 集
電 板 と 極 板 と が 離 れ 、 両 者 の 導 通 抵 抗 が 上 が っ て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 点 に つ い て 、 本 実 施 例 の 二 次 電 池 １ ０ ０ を 考 察 す る 。 な お 、 以 降 で は 、 発 電 要 素 １
１ ０ Ａ と 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ と の 連 結 で 代 表 さ せ て 考 察 す る 。 隣 り 合 う 発 電 要 素 １ １ ０ ， １
１ ０ 同 士 の 連 結 で は 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ｂ に 備 え る 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ の 正 極 連 結 部 １ １ ２
Ｂ と 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ に 備 え る 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ の 負 極 連 結 部 １ ３ ２ Ａ と が 、 ケ ー ス
本 体 部 材 １ ７ １ の 隔 壁 １ ７ ２ Ｃ の 連 結 孔 １ ７ ４ 内 で 互 い に 連 結 し て い る 。 こ の よ う に す る
た め 、 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ 及 び 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ を 、 そ れ ぞ れ 接 近 方 向 Ｂ ２ ， Ａ ２ に 屈
曲 変 形 さ せ て い る 。 こ の た め 、 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ に は 、 そ れ ぞ れ
、 接 近 方 向 Ｂ ２ ， Ａ ２ と は 逆 方 向 の 離 間 方 向 Ｂ １ ， Ａ １ の 弾 性 力 が 残 留 さ れ た 状 態 と な る
こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 と こ ろ で 、 正 極 集 電 板 １ １ １ （ １ １ １ Ｂ ） は 、 ５ 箇 所 の 極 板 溶 着 部 １ １ ４ で 複 数 の 正 極
板 １ ６ １ と 溶 接 さ れ て い る 。 こ の 正 極 集 電 板 １ １ １ の う ち 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び
正 極 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ は 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ に 含 ま れ て い る 。 こ の 正 極 板 状 部 １ １ ３ は 、
そ の 厚 み 方 向 が 離 間 方 向 Ｂ １ と な る た め 、 上 述 の よ う に 、 正 極 集 電 板 １ １ １ （ １ １ １ Ｂ ）
に 離 間 方 向 Ｂ １ の 弾 性 力 が 残 っ て い る と 、 こ の 正 極 板 状 部 １ １ ３ の み で は 屈 曲 変 形 し 、 正
極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ に 応 力 集 中 し 易 い 。
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　 し か し な が ら 、 本 実 施 例 に 係 る 二 次 電 池 １ ０ ０ で は 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正
極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ の 屈 曲 を 抑 制 す る 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ と 、 正 極 連 結 部 １ １ ２ と の 間 に 位 置 す る 正 極 連 結 側
部 １ １ ５ （ １ １ ５ Ｂ ） と 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ の 屈 曲
し 易 さ を 比 べ る 。 す る と 、 正 極 連 結 側 部 １ １ ５ （ １ １ ５ Ｂ ） は 、 離 間 方 向 Ｂ １ と は 逆 方 向
の 接 近 方 向 Ｂ ２ へ の 屈 曲 に つ い て 、 側 方 に 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ２ ０ が 存 在 す る 正 極 板 第
１ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ よ り 屈 曲 し 易 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 し た が っ て 、 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ に 離 間 方 向 Ｂ １ の 弾 性 力 が 残 留 し て い る と 、 正 極 連 結
側 部 １ １ ５ Ｂ が 接 近 方 向 Ｂ ２ に 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る 弾 性 力 を 緩 和 す る 一 方 、 正 極 板 第
１ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 １ １ ７ が 接 近 方 向 Ｂ ２ に 屈 曲 す る の は 抑 制 さ れ る
。 こ の た め 、 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ に
応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る 。
　 こ れ に よ り 、 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ に つ い て 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ に お け る 亀 裂 や
破 断 、 こ れ に 伴 う 正 極 集 電 板 １ １ １ Ｂ と 各 正 極 板 １ ６ １ と の 導 通 抵 抗 の 上 昇 を 防 止 す る こ
と が で き る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、 他 の 正 極 集 電 板 １ １ １ に つ い て も 同 様 で あ る 。 か く し
て 、 正 極 集 電 板 １ １ １ と 各 正 極 板 １ ６ １ と の 接 続 信 頼 性 の 高 い 二 次 電 池 １ ０ ０ と す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 同 様 に 、 発 電 要 素 １ １ ０ Ａ に お け る 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ も 、 ５ 箇 所 の 極 板 溶 着 部 １ ３ ４
で 複 数 の 負 極 板 １ ６ ２ と 溶 接 さ れ て い る 。 こ の 負 極 集 電 板 １ ３ １ （ １ ３ １ Ａ ） に つ い て も
、 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ 及 び 負 極 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ の 屈 曲 を 抑 制 す る 折 り 曲 げ 部 １ ４
０ ， １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ の た め 、 正 極 集 電 板 １ １ １ （ １ １ １ Ｂ ） と 同 様 に 、 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ と 、 負
極 連 結 部 １ ３ ２ と の 間 に 位 置 す る 負 極 連 結 側 部 １ ３ ５ （ １ ３ ５ Ａ ） と 、 負 極 板 第 １ 溶 着 部
１ ３ ４ ａ 及 び 負 極 板 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ の 屈 曲 し 易 さ を 比 べ る と 、 負 極 連 結 側 部 １ ３ ５ （ １
３ ５ Ａ ） は 、 離 間 方 向 Ａ １ と は 逆 方 向 の 接 近 方 向 Ａ ２ へ の 屈 曲 に つ い て 、 側 方 に 折 り 曲 げ
部 １ ４ ０ ， １ ４ ０ が 存 在 す る 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ 及 び 負 極 板 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ よ り
屈 曲 し 易 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ に 離 間 方 向 Ａ １ の 弾 性 力 が 残 留 し て い る と 、 負 極 連 結
側 部 １ ３ ５ Ａ が 接 近 方 向 Ａ ２ に 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る 弾 性 力 を 緩 和 す る 一 方 、 負 極 板 第
１ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ 及 び 負 極 板 隣 接 遠 位 部 １ ３ ７ が 接 近 方 向 Ａ ２ に 屈 曲 す る の は 抑 制 さ れ る
。 こ の た め 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ に
応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る 。
　 こ れ に よ り 、 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ に つ い て も 、 負 極 板 第 １ 溶 着 部 １ ３ ４ ａ に お け る 亀 裂
や 破 断 、 こ れ に 伴 う 負 極 集 電 板 １ ３ １ Ａ と 各 負 極 板 １ ６ ２ と の 導 通 抵 抗 の 上 昇 を 防 止 す る
こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 他 の 負 極 集 電 板 １ ３ １ に つ い て も 同 様 で あ る 。 か く し て 、
負 極 集 電 板 １ ３ １ と 各 負 極 板 １ ６ ２ と の 接 続 信 頼 性 の 高 い 二 次 電 池 １ ０ ０ と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ （ 折 り 曲 げ 部 １ ４ ０ ） は 、 正 極 板 状 部 １ １ ３ （ 負 極 板 状 部 １ ３
３ ） の 板 幅 方 向 の 両 縁 に 位 置 す る 板 状 の 部 分 を そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ て 形 成 す れ ば 良 く 、 形 成
容 易 で 安 価 に で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 次 い で 、 実 施 例 ２ に つ い て 、 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ２ １ ０ は 、 前 述 の 実 施 例 １ に 係 る 発 電 要 素 １ １ ０ と は 、 こ れ に
用 い る 第 １ 集 電 板 及 び 第 ２ 集 電 板 の 構 成 の み が 異 な り 、 そ れ 以 外 の 部 分 は 同 様 で あ る 。 し
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た が っ て 、 実 施 例 １ と 同 様 な 部 分 の 説 明 は 、 省 略 あ る い は 簡 素 化 し 、 異 な る 部 分 を 中 心 に
説 明 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ２ １ ０ の う ち 、 正 極 集 電 板 ２ １ １ は 、 正 極 連 結 部 ２ １ ２ 、 正 極
連 結 側 部 ２ １ ５ 、 及 び 正 極 板 状 部 ２ １ ３ を 含 む 正 極 板 遠 位 部 ２ １ ６ を 有 し 、 こ の 正 極 板 状
部 ２ １ ３ に 正 極 板 溶 着 部 ２ １ ４ を 有 す る 。 ま た 、 負 極 集 電 板 ２ ３ １ は 、 負 極 連 結 部 ２ ３ ２
、 負 極 連 結 側 部 ２ ３ ５ 、 及 び 負 極 板 状 部 ２ ３ ３ を 含 む 負 極 板 遠 位 部 ２ ３ ６ を 有 し 、 こ の 負
極 板 状 部 ２ ３ ３ に 負 極 板 溶 着 部 ２ ３ ４ を 有 す る 。 正 極 集 電 板 ２ １ １ は 、 そ の 正 極 板 状 部 ２
１ ３ に 正 極 板 溶 着 部 ２ １ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。 負 極 集 電 板 ２ ３ １ も 、 そ の 負 極 板 状 部 ２ ３ ３
に 負 極 板 溶 着 部 ２ ３ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 正 極 集 電 板 ２ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 ２ ３ １ は 、 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， １ ４ ０
を 有 さ な い 点 、 及 び 、 正 極 板 状 部 ２ １ ３ の 一 部 に 、 ビ ー ド ２ ２ ０ を 含 む 強 化 正 極 板 状 部 ２
１ ３ Ｂ を 有 し 、 ま た 負 極 板 状 部 ２ ３ ３ の 一 部 に 、 ビ ー ド ２ ４ ０ を 含 む 強 化 負 極 板 状 部 ２ ３
３ Ｂ を 有 し て い る 点 で 、 実 施 例 １ と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 例 の 正 極 集 電 板 ２ １ １ で は 、 正 極 板 状 部 ２ １ ３ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４
ａ と 正 極 板 第 ２ 溶 着 部 ２ １ ４ ｂ と の 間 、 及 び 、 正 極 板 第 ２ 溶 着 部 ２ １ ４ ｂ と 正 極 板 第 ３ 溶
着 部 ２ １ ４ ｃ と の 間 に 位 置 す る 部 位 が 、 ビ ー ド ２ ２ ０ を 含 む 強 化 正 極 板 状 部 ２ １ ３ Ｂ と さ
れ て い る 。 こ の 強 化 正 極 板 状 部 ２ １ ３ Ｂ に は 、 ビ ー ド ２ ２ ０ を 含 ん で い る 。 こ の ビ ー ド ２
２ ０ は 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 正 極 連 結 部 ２ １ ２ と 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ と を 結
ぶ 方 向 に 延 び 、 強 化 正 極 板 状 部 ２ １ ３ Ｂ の 板 幅 方 向 （ 図 ６ 中 左 右 方 向 ） に 凹 凸 が 連 絡 す る
形 態 に さ れ て い る 。 こ の ビ ー ド ２ ２ ０ は 、 ビ ー デ ィ ン グ 加 工 に よ り 、 正 極 板 状 部 を 突 起 さ
せ て な る 。 な お 、 強 化 正 極 板 状 部 ２ １ ３ Ｂ が 本 発 明 の 凹 凸 部 位 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に 係 る 図 ６ で は 、 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ２ １ ７ を 、 説 明 の 便 宜 上 、 例 え ば 、
正 極 板 状 部 ２ １ ３ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ と 正 極 板 第 ２ 溶 着 部 ２ １ ４ ｂ と の 間
に 位 置 す る 部 位 と し て 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 例 の 二 次 電 池 ２ ０ ０ で は 、 実 施 例 １ に お け る 正 極 集 電 板 １ １ １ と 同 様 に し て 正 極
集 電 板 ２ １ １ を 用 い る 。 し た が っ て 、 こ の 二 次 電 池 ２ ０ ０ （ 電 池 モ ジ ュ ー ル ） で も 正 極 集
電 板 ２ １ １ に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ と 、 正 極 連 結 部 ２ １ ２ と の 間 に 位 置 す る 正 極 連 結 側
部 ２ １ ５ （ ２ １ ５ Ｂ ） と 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ２ １ ７ の 屈 曲
の し 易 さ を 比 べ る 。 す る と 、 実 施 例 １ と 同 様 、 正 極 連 結 側 部 ２ １ ５ は 、 離 間 方 向 （ 図 ５ に
お け る Ｂ １ ） と は 逆 方 向 の 接 近 方 向 （ 図 ５ に お け る Ｂ ２ ） へ の 屈 曲 に つ い て 、 ビ ー ド ２ ２
０ を 有 し た 強 化 正 極 板 状 部 ２ １ ３ Ｂ が 存 在 す る 正 極 板 第 １ 溶 着 部 １ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接
遠 位 部 １ １ ７ よ り 屈 曲 し 易 い 。
　 し た が っ て 、 正 極 集 電 板 ２ １ １ に 離 間 方 向 （ Ｂ １ ） の 弾 性 力 が 残 留 し て い る と 、 正 極 連
結 側 部 ２ １ ５ が 接 近 方 向 （ Ｂ ２ ） に 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る 弾 性 力 を 緩 和 す る 一 方 、 正 極
板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ２ １ ７ が 接 近 方 向 （ Ｂ ２ ） に 屈 曲 す る の は 抑
制 さ れ る 。 こ の た め 、 正 極 集 電 板 ２ １ １ に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １
４ ａ に 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 負 極 集 電 板 ２ ３ １ は 、 正 極 集 電 板 ２ １ １ と は 導 通 す る 極 性 だ け が 異 な る だ け で 、
正 極 集 電 板 ２ １ １ と 実 質 的 に は 同 じ 材 質 、 形 状 の 集 電 板 で あ る 。 し た が っ て 、 負 極 集 電 板
２ ３ １ も 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 負 極 板 状 部 ２ ３ ３ の 一 部 に ビ ー ド ２ ４ ０ を 設 け た 強 化 負 極
板 状 部 ２ ３ ３ Ｂ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て 、 二 次 電 池 ２ ０ ０ に お い て 負 極 集 電 板 ２ ３ １ に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て
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い る と 、 負 極 連 結 側 部 ２ ３ ５ が 接 近 方 向 （ 図 ５ に お け る Ａ ２ ） に 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る
弾 性 力 を 緩 和 す る 一 方 、 強 化 負 極 板 状 部 ２ ３ ３ Ｂ が 負 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ １ ４ ａ 及 び 負 極 板
隣 接 遠 位 部 ２ ３ ７ で の 屈 曲 を 確 実 に 抑 制 す る 。 こ の た め 、 負 極 集 電 板 ２ ３ １ に 残 留 す る 弾
性 力 に よ っ て 負 極 板 第 １ 溶 着 部 ２ ３ ４ ａ に 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 次 い で 、 実 施 例 ３ に つ い て 、 図 ７ 及 び 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ３ １ ０ は 、 前 述 の 実 施 例 １ に 係 る 発 電 要 素 １ １ ０ と は 、 こ れ に
用 い る 第 １ 集 電 板 及 び 第 ２ 集 電 板 の 構 成 の み が 異 な り 、 そ れ 以 外 の 部 分 は 同 様 で あ る 。 し
た が っ て 、 実 施 例 １ と 同 様 な 部 分 の 説 明 は 、 省 略 あ る い は 簡 素 化 し 、 異 な る 部 分 を 中 心 に
説 明 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ３ １ ０ の う ち 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ は 、 正 極 連 結 部 ３ １ ２ 、 正 極
連 結 側 部 ３ １ ５ 、 及 び 正 極 板 状 部 ３ １ ３ を 含 む 正 極 板 遠 位 部 ３ １ ６ を 有 し 、 こ の 正 極 板 状
部 ３ １ ３ に 正 極 板 溶 着 部 ３ １ ４ を 有 す る 。 ま た 、 負 極 集 電 板 ３ ３ １ は 、 負 極 連 結 部 ３ ３ ２
、 負 極 連 結 側 部 ３ ３ ５ 、 及 び 負 極 板 状 部 ３ ３ ３ を 含 む 負 極 板 遠 位 部 ３ ３ ６ を 有 し 、 こ の 負
極 板 状 部 ３ ３ ３ に 負 極 板 溶 着 部 ３ ３ ４ を 有 す る 。 正 極 集 電 板 ３ １ １ は 、 そ の 正 極 板 状 部 ３
１ ３ に 正 極 板 溶 着 部 ３ １ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。 負 極 集 電 板 ３ ３ １ も 、 そ の 負 極 板 状 部 ３ ３ ３
に 負 極 板 溶 着 部 ３ ３ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 正 極 集 電 板 ３ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 ３ ３ １ は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 折 り 曲 げ
部 ３ ２ ０ ， ３ ４ ０ に 加 え 、 正 極 屈 曲 容 易 部 ３ ６ ０ を 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ に 有 し 、 ま た 負 極
屈 曲 容 易 部 ３ ８ ０ を 負 極 連 結 側 部 ３ ３ ５ に 有 し て い る 点 で 、 実 施 例 １ と 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 に 係 る 正 極 集 電 板 ３ １ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 正 極 板 状 部 ３ １ ３
の 板 幅 方 向 （ 図 ７ の 左 右 方 向 ） の 両 縁 に 折 り 曲 げ 部 ３ ２ ０ ， ３ ２ ０ を 有 す る 。 さ ら に 、 正
極 連 結 側 部 ３ １ ５ の 両 縁 側 で あ る 正 極 板 縁 ３ １ ９ ,３ １ ９ に ４ つ の 切 欠 き ３ ６ ２ を 有 す る
。
　 折 り 曲 げ 部 ３ ２ ０ ， ３ ２ ０ は 、 正 極 板 状 部 ３ １ ３ の 板 幅 方 向 の 両 縁 で 、 正 極 板 状 部 ３ １
３ か ら 折 れ 曲 が っ て 正 極 板 状 部 ３ １ ３ の 厚 み 方 向 に 沿 っ て 延 び る 板 状 の 形 態 と な っ て い る
。 こ の 折 り 曲 げ 部 ３ ２ ０ ， ３ ２ ０ は 、 正 極 板 状 部 ３ １ ３ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ３ １ ４
ａ か ら 正 極 板 第 ５ 溶 着 部 ３ １ ４ ｅ に 至 る 範 囲 に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 。
　 し た が っ て 、 折 り 曲 げ 部 ３ ２ ０ ， ３ ２ ０ は 、 正 極 板 遠 位 部 ３ １ ６ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶
着 部 ３ １ ４ ａ に 隣 接 す る 部 位 で あ る 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ３ １ ７ の 両 縁 に も 設 け ら れ て お り 、
正 極 板 第 １ 溶 着 部 ３ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ３ １ ７ が 、 板 厚 方 向 に 屈 曲 す る の を 抑 制
す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た よ う に 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ は 、 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ に ４ つ の 切 欠 き ３
６ ２ を 有 す る 。 こ れ ら の 切 欠 き ３ ６ ２ は 、 ４ つ と も 、 正 極 板 縁 ３ １ ９ ,３ １ ９ か ら 正 極 連
結 側 部 ３ １ ５ の 内 側 に 向 け て 延 び て お り 、 片 側 の 正 極 板 縁 ３ １ ９ に 各 ２ つ 、 両 側 の 正 極 板
縁 ３ １ ９ ,３ １ ９ の 各 切 欠 き ３ ６ ２ が 互 い に 対 向 し た ２ 列 状 の 配 置 形 態 と さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ の う ち 、 対 向 す る 切 欠 き ３ ６ ２ ， ３ ６ ２ の 間 は 、 正 極
連 結 側 部 ３ １ ５ の う ち 、 正 極 連 結 部 ３ １ ２ と 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ３ １ ４ ａ と を 結 ぶ 方 向 （ 図
７ 中 、 上 下 方 向 ） に 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 を 、 他 の 部 分 よ り も 小 さ く し て な る 小 断 面 部 ３
６ １ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 つ ま り 、 こ の 小 断 面 部 ３ ６ １ ， ３ ６ １ の 断 面 積 は 、 対 向 す る 切 欠 き ３ ６ ２ ， ３ ６ ２ に よ
り 切 り 欠 か れ た 肉 の 分 だ け 、 切 欠 き ３ ６ ２ を 形 成 し な い 部 分 の 断 面 積 よ り も 小 さ く な る 。
こ の た め 、 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ の う ち の 小 断 面 部 ３ ６ １ ， ３ ６ １ は 、 こ の 正 極 連 結 側 部 ３
１ ５ の 板 厚 方 向 へ の 屈 曲 を 容 易 に す る 正 極 板 屈 曲 容 易 化 部 ３ ６ ０ と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 二 次 電 池 ３ ０ ０ （ 電 池 モ ジ ュ ー ル ） で も 、 実 施 例 １ の 発 電 要 素 １ １ ０ （
１ １ ０ Ａ ， １ １ ０ Ｂ ） と 同 様 に し て 正 極 集 電 板 ３ １ １ を 用 い る 。 し た が っ て 、 こ の 二 次 電
池 ３ ０ ０ で も 正 極 集 電 板 ３ １ １ に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 る 場 合 が あ る 。
　 し か し な が ら 、 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ３ １ ０ で は 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ の う ち 、 正 極 板
第 １ 溶 着 部 ３ １ ４ ａ 及 び 正 極 隣 接 遠 位 部 ３ １ ７ の 屈 曲 を 抑 制 す る 折 り 曲 げ 部 ３ ２ ０ ， ３ ２
０ が 設 け ら れ て い る 。 そ の 上 、 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ に 、 正 極 板 屈 曲 容 易 化 部 ３ ６ ０ で あ る
小 断 面 部 ３ ６ １ ， ３ ６ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 し た が っ て 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ （ ３ １ １ Ｂ ） に 離 間 方 向 （ Ｂ １ ） の 弾 性 力 が 残 留 し て い
る と 、 小 断 面 部 ３ ６ １ の 存 在 に よ り 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ の う ち 、 正 極 連 結 側 部 ３ １ ５ が 接
近 方 向 （ Ｂ ２ ） に 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る 弾 性 力 を 緩 和 す る 。 そ の 一 方 、 折 り 曲 げ 部 ３ ２
０ の 存 在 に よ り 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ３ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ３ １ ７ で の 屈 曲 が 確 実
に 抑 制 さ れ る 。 こ の た め 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 正 極 板 第 １ 溶 着 部
３ １ ４ ａ に 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適 切 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 負 極 集 電 板 ３ ３ １ に つ い て も 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ と は 導 通 す る 極 性 だ け が 異 な る
だ け で 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ と 実 質 的 に は 同 じ 材 質 、 形 状 の 集 電 板 で あ る 。 し た が っ て 、 負
極 集 電 板 ３ ３ １ に つ い て も 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ と 同 じ 作 用 及 び 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 し た が っ て 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ３ １ ４ ａ に お け る 亀 裂 や 破 断 、 こ れ に 伴 う 正 極 集 電 板 ３
１ １ と 正 極 板 １ ６ １ と の 導 通 抵 抗 の 上 昇 を 防 止 し 、 正 極 集 電 板 ３ １ １ と 正 極 板 １ ６ １ と の
接 続 信 頼 性 の 高 い 二 次 電 池 ３ ０ ０ と す る こ と が で き る （ 図 ８ 参 照 ） 。 ま た 、 負 極 板 第 １ 溶
着 部 ３ ３ ４ ａ に お け る 亀 裂 や 破 断 、 こ れ に 伴 う 負 極 集 電 板 ３ ３ １ と 負 極 板 １ ６ ２ と の 導 通
抵 抗 の 上 昇 を 防 止 し 、 負 極 集 電 板 ３ ３ １ と 負 極 板 １ ６ ２ と の 接 続 信 頼 性 の 高 い 二 次 電 池 ３
０ ０ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 次 い で 、 実 施 例 ４ に つ い て 、 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ４ １ ０ は 、 前 述 の 実 施 例 ３ に 係 る 発 電 要 素 ３ １ ０ と は 、 こ れ に
用 い る 第 １ 集 電 板 及 び 第 ２ 集 電 板 の 屈 曲 容 易 部 の 構 成 の み が 異 な り 、 そ れ 以 外 の 部 分 は 同
様 で あ る 。 し た が っ て 、 実 施 例 １ ， ３ と 同 様 な 部 分 の 説 明 は 、 省 略 あ る い は 簡 素 化 し 、 異
な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ４ １ ０ の う ち 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ は 、 正 極 連 結 部 ４ １ ２ 、 正 極
連 結 側 部 ４ １ ５ 、 及 び 正 極 板 状 部 ４ １ ３ を 含 む 正 極 板 遠 位 部 ４ １ ６ を 有 し 、 こ の 正 極 板 状
部 ４ １ ３ に 正 極 板 溶 着 部 ４ １ ４ を 有 す る 。 負 極 集 電 板 ４ ３ １ は 、 負 極 連 結 部 ４ ３ ２ 、 負 極
連 結 側 部 ４ ３ ５ 、 及 び 負 極 板 状 部 ４ ３ ３ を 含 む 負 極 板 遠 位 部 ４ ３ ６ を 有 し 、 こ の 負 極 板 状
部 ４ ３ ３ に 負 極 板 溶 着 部 ４ ３ ４ を 有 す る 。 正 極 集 電 板 ４ １ １ は 、 そ の 正 極 板 状 部 ４ １ ３ に
正 極 板 溶 着 部 ４ １ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。 ま た 、 負 極 集 電 板 ４ ３ １ も 、 そ の 負 極 板 状 部 ４ ３ ３
に 負 極 板 溶 着 部 ４ ３ ４ を ５ 箇 所 有 す る 。
　 本 実 施 例 に 係 る 正 極 集 電 板 ４ １ １ 及 び 負 極 集 電 板 ４ ３ １ は 、 正 極 屈 曲 容 易 部 ４ ６ ０ で あ
る 小 断 面 部 ４ ６ １ を 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ で 実 現 し て い る 点 、 及 び 、 負 極 屈 曲 容 易 部 ４ ８ ０ で あ
る 小 断 面 部 ４ ８ １ を 薄 肉 部 ４ ８ ２ で 実 現 し て い る 点 で 、 実 施 例 ３ と 異 な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 ４ に 係 る 正 極 集 電 板 ４ １ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 正 極 板 状 部 ４ １
３ の 板 幅 方 向 （ 図 ９ の 左 右 方 向 ） の 両 縁 に 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ ， ４ ２ ０ を 有 す る 。 さ ら に 、
正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の 両 側 縁 で あ る 正 極 板 縁 ４ １ ９ ,４ １ ９ に ４ 箇 所 の 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ を
有 す る 。
　 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ ， ４ ２ ０ は 、 正 極 板 状 部 ４ １ ３ の 板 幅 方 向 の 両 縁 で 、 正 極 板 状 部 ４ １
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３ か ら 折 れ 曲 が っ て 正 極 板 状 部 ４ １ ３ の 厚 み 方 向 に 沿 っ て 延 び る 板 状 の 形 態 と な っ て い る
。 こ の 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ ， ４ ２ ０ は 、 正 極 板 状 部 ４ １ ３ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ４ １ ４
ａ か ら 正 極 板 第 ５ 端 溶 着 部 ４ １ ４ ｅ に 至 る 範 囲 に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 し た が っ て 、 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ ， ４ ２ ０ は 、 正 極 板 遠 位 部 ４ １ ６ の う ち 、 正 極 板 第 １ 溶
着 部 ４ １ ４ ａ に 隣 接 す る 部 位 で あ る 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ４ １ ７ の 両 縁 に も 設 け ら れ て お り 、
正 極 板 第 １ 溶 着 部 ４ １ ４ ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ４ １ ７ が 、 板 厚 方 向 に 屈 曲 す る の を 抑 制
す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 さ ら に 、 上 述 の よ う に 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ は 、 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ に ４ 箇 所 の 薄 肉 部 位
４ ６ ２ を 有 す る 。 こ れ ら の 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ は 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 正 極 連 結 側 部 ４
１ ５ の う ち 、 他 の 部 分 よ り も 所 定 厚 さ だ け 薄 く し た 部 位 で あ る 。 こ れ ら の 薄 肉 部 位 ４ ６ ２
は 、 ４ 箇 所 と も 、 正 極 板 縁 ４ １ ９ ,４ １ ９ か ら 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の 内 側 に 向 か う 形 と さ
れ て お り 、 片 側 の 正 極 板 縁 ４ １ ９ に 各 ２ つ 、 両 側 の 正 極 板 縁 ４ １ ９ ,４ １ ９ の 各 薄 肉 部 位
４ ６ ２ が 互 い に 対 向 し た ２ 列 状 の 配 置 形 態 と さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の う ち 、 対 向 す る 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ ， ４ ６ ２ の 間 は 、 正
極 連 結 側 部 ４ １ ５ の う ち 、 正 極 連 結 部 ４ １ ２ と 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ４ １ ４ ａ と を 結 ぶ 方 向 （
図 ７ 中 、 上 下 方 向 ） に 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 を 、 他 の 部 分 よ り も 小 さ く し て な る 小 断 面 部
４ ６ １ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 つ ま り 、 こ の 小 断 面 部 ４ ６ １ ， ４ ６ １ の 断 面 積 は 、 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ ， ４ ６ ２ に お い て 、
正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の 肉 厚 が 薄 く な っ た 分 だ け 、 薄 肉 部 位 ４ ６ ２ ， ４ ６ ２ を 含 ま な い 部 分
の 断 面 積 よ り も 小 さ く な る 。 こ れ に よ り 、 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の う ち の 小 断 面 部 ４ ６ １ ，
４ ６ １ は 、 こ の 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ の 板 厚 方 向 へ の 屈 曲 を 容 易 に す る 正 極 板 屈 曲 容 易 化 部
４ ６ ０ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 二 次 電 池 ４ ０ ０ （ 電 池 モ ジ ュ ー ル ） で も 、 実 施 例 １ の 発 電 要 素 １ １ ０ （
１ １ ０ Ａ ， １ １ ０ Ｂ ） 、 実 施 例 ３ の 発 電 要 素 ３ １ ０ と 同 様 に し て 正 極 集 電 板 ４ １ １ を 用 い
る 。 し た が っ て 、 こ の 二 次 電 池 ４ ０ ０ で も 正 極 集 電 板 ４ １ １ に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 る 場
合 が あ る 。
　 し か し な が ら 、 本 実 施 例 に 係 る 発 電 要 素 ４ １ ０ で は 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ の う ち 、 正 極 板
第 １ 溶 着 部 ４ １ ４ ａ 及 び 正 極 隣 接 遠 位 部 ４ １ ７ の 屈 曲 を 抑 制 す る 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ ， ４ ２
０ が 設 け ら れ て い る 。 そ の 上 、 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ に 、 正 極 板 屈 曲 容 易 化 部 ４ ６ ０ で あ る
小 断 面 部 ４ ６ １ ， ４ ６ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 し た が っ て 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ に 離 間 方 向 の 弾 性 力 が 残 留 し て い る と 、 小 断 面 部 ４ ６ １
の 存 在 に よ り 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ の う ち 、 正 極 連 結 側 部 ４ １ ５ が 大 き く 屈 曲 し て 残 留 す る
弾 性 力 を 緩 和 す る 。 そ の 一 方 、 折 り 曲 げ 部 ４ ２ ０ の 存 在 に よ り 、 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ４ １ ４
ａ 及 び 正 極 板 隣 接 遠 位 部 ４ １ ７ で の 屈 曲 が 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 こ の た め 、 正 極 集 電 板 ４ １
１ に 残 留 す る 弾 性 力 に よ っ て 正 極 板 第 １ 溶 着 部 ４ １ ４ ａ に 応 力 （ 反 力 ） が 集 中 す る の を 適
切 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 負 極 集 電 板 ４ ３ １ に つ い て も 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ と は 導 通 す る 極 性 だ け が 異 な る
だ け で 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ と 実 質 的 に は 同 じ 材 質 、 形 状 の 集 電 板 で あ る 。 し た が っ て 、 負
極 集 電 板 ４ ３ １ に つ い て も 、 正 極 集 電 板 ４ １ １ と 同 じ 作 用 及 び 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 に お い て 、 本 発 明 を 実 施 例 １ ， ２ ， ３ ， ４ に 即 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施
例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適 宜 変 更 し て 適 用 で き る こ
と は い う ま で も な い 。
　 例 え ば 、 実 施 例 １ ～ ４ で は 、 第 １ 集 電 板 で あ る 正 極 集 電 板 １ １ １ ， ２ １ １ ， ３ １ １ ， ４

10

20

30

40

50

(15) JP 2007-299648 A 2007.11.15



１ １ を 正 極 側 、 第 ２ 集 電 板 で あ る 負 極 集 電 板 １ ３ １ ， ２ ３ １ ， ３ ３ １ ， ４ ３ １ を 負 極 側 と
し た 。 し か し 、 第 １ 集 電 板 を 負 極 側 、 第 ２ 集 電 板 を 正 極 側 と し て も 良 い 。
　 ま た 、 実 施 例 １ ， ３ ， ４ で は 、 折 り 曲 げ 部 １ ２ ０ ， ３ ２ ０ ， ４ ２ ０ を 、 正 極 集 電 板 １ １
１ ， ３ １ １ ， ４ １ １ の 正 極 板 状 部 １ １ ３ ， ３ １ ３ ， ４ １ ３ の う ち 、 ５ 箇 所 の 正 極 板 溶 着 部
１ １ ４ ａ ～ １ １ ４ ｅ 等 に ま た が る 範 囲 の 両 縁 に 設 け た 。
　 し か し な が ら 、 折 り 曲 げ 部 を 施 す 範 囲 と し て は 、 集 電 板 の う ち 、 少 な く と も 連 結 側 極 板
溶 着 部 及 び 隣 接 遠 位 部 の 屈 曲 を 防 止 で き る 範 囲 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ ～ ４ の 二 次 電 池 １ ０ ０ 等 は 、 隣 り 合 う 発 電 要 素 １ １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０
， ４ １ ０ 同 士 を 全 て 直 列 に 連 結 し た 。 し か し 、 電 池 モ ジ ュ ー ル は 、 全 て ま た は 一 部 の 各 発
電 要 素 を 並 列 に 接 続 し て 構 成 し て も 良 い 。
　 ま た 、 実 施 例 １ ～ ４ で は 、 正 極 板 １ ６ １ と 正 極 集 電 板 １ １ １ 等 と の 接 合 に つ い て 、 い ず
れ も １ 枚 の 正 極 板 １ ６ １ に つ き 、 ５ 箇 所 の 正 極 板 溶 着 部 １ １ ４ 等 で 接 合 し た 。 し か し な が
ら 、 電 極 板 １ 枚 に つ き 、 こ の 電 極 板 と 第 １ 集 電 板 と の 溶 接 部 位 の 数 量 、 及 び 、 電 極 板 と 第
２ 集 電 板 と の 溶 接 部 位 の 数 量 は 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 二 次 電 池 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 二 次 電 池 の 内 部 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ の 矢 視 Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る 二 次 電 池 に 用 い た 発 電 要 素 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ の 矢 視 Ｂ － Ｂ 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に 係 る 発 電 要 素 に 用 い た 正 極 集 電 板 、 負 極 集 電 板 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ
） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｅ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 実 施 例 １ ， ２ に 係 る 隣 り 合 う 発 電 要 素 同 士 の 接 続 を
説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ に 係 る 発 電 要 素 に 用 い た 正 極 集 電 板 、 負 極 集 電 板 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ
） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の 矢 視 Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ３ に 係 る 発 電 要 素 に 用 い た 正 極 集 電 板 、 負 極 集 電 板 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ
） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ３ に 係 る 発 電 要 素 で あ り 、 隣 り 合 う 発 電 要 素 同 士 の 接 続 を 説 明 す る た め の
説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ４ に 係 る 発 電 要 素 に 用 い た 正 極 集 電 板 、 負 極 集 電 板 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ
） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 矢 視 Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ ， ４ ０ ０ 　 二 次 電 池 （ 電 池 モ ジ ュ ー ル ）
　 １ １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０ 　 発 電 要 素
　 １ １ １ ， ２ １ １ ， ３ １ １ ， ４ １ １ 　 正 極 集 電 板 （ 第 １ 集 電 板 ）
　 １ １ ２ ， ２ １ ２ ， ３ １ ２ ， ４ １ ２ 　 正 極 連 結 部 （ 連 結 部 ）
　 １ １ ３ ， ２ １ ３ ， ３ １ ３ ， ４ １ ３ 　 正 極 板 状 部 （ 板 状 部 ）
　 １ １ ４ ， ２ １ ４ ， ３ １ ４ ， ４ １ ４ 　 正 極 板 溶 着 部 （ 極 板 溶 着 部 ）
　 １ １ ４ ａ ， ２ １ ４ ａ ， ３ １ ４ ａ ， ４ １ ４ ａ 　 正 極 板 第 １ 溶 着 部 （ 連 結 側 極 板 溶 着 部 ）
　 １ １ ５ ， ２ １ ５ ， ３ １ ５ ， ４ １ ５ 　 正 極 連 結 側 部 （ 連 結 側 部 ）
　 １ １ ６ ， ２ １ ６ ， ３ １ ６ ， ４ １ ６ 　 正 極 板 遠 位 部
　 １ １ ７ ， ２ １ ７ ， ３ １ ７ ， ４ １ ７ 　 正 極 板 隣 接 遠 位 部 （ 隣 接 遠 位 部 ）
　 １ ２ ０ ， ３ ２ ０ ， ４ ２ ０ 　 折 り 曲 げ 部 （ 屈 曲 抑 制 部 ）
　 ３ ６ ０ ， ４ ６ ０ 　 正 極 板 屈 曲 容 易 化 部 （ 屈 曲 容 易 化 部 ）
　 ３ ６ １ ， ４ ６ １ 　 小 断 面 部
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　 １ ３ １ ， ２ ３ １ ， ３ ３ １ ， ４ ３ １ 　 負 極 集 電 板 （ 第 ２ 集 電 板 ）
　 １ ３ ４ ， ２ ３ ４ ， ３ ３ ４ ， ４ ３ ４ 　 負 極 板 溶 着 部
　 １ ６ １ 　 正 極 板
　 １ ６ ２ 　 負 極 板
　 １ ７ １ 　 ケ ー ス 本 体 部 材 （ ケ ー ス ）
　 １ ７ ２ 　 隔 壁
　 １ ７ ３ 　 収 容 部
　 １ ７ ４ 　 連 結 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(19) JP 2007-299648 A 2007.11.15



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5H043 AA13  BA16  CA05  CA13  CA22  FA12  FA26  HA02F HA11F JA02F

(20) JP 2007-299648 A 2007.11.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

